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【研究の背景・目的・内容】 

本研究は「人々がスポーツ観戦に行く動機は何か」という学術的「問い」に対し，ミクロ経済・計量経済分析を用

いた新たな方法で接近する研究提案である。具体的には，【１】スポーツ観戦者と複数のチームで構成されるス

ポーツリーグからなる経済モデルを構築し，【２】日本プロ野球（NPB）の試合レベルのデータを用いて，NPB観

戦者の観戦動機はホームチームが勝つことを強く望む損失回避性に基づくものなのか，それとも拮抗したチー

ム同士の白熱した試合を望むUncertainty of Outcome仮説に基づくものなのかを検証している。 

 

【応用例、研究の展望】 

本研究はスポーツ観戦者の人口分布からホームスタジアムへの距離を測り，本拠地への空間的距離の近さが

損失回避性をもつ傾向を強くするのかどうかを空間経済学の観点から検証する。心理的側面と空間的側面の両

面からスポーツ観戦行動について考察する本研究の挑戦は伝統的なスポーツ・エコノミクスの研究に新しい方

法論を提案するものである。 

 

【研究方法の特色】 

 スポーツ・エコノミクスの文献を幅広く収集している。 
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